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 表題研究につき、最近の結果と、現在の準備状況について、概略を述べる。主な項

目を箇条書きにすると、 

１．これまでの各種高熱負荷源による損耗関連研究概要 

２．損耗モニターへの応用：壁部破壊防止用複合材料の検討 

３．インコヒーレントアップコンバージョン材料の調査と応用のための準備 

４．極短波長ナノ秒EUVレーザー光による材料損耗研究の詳細 

５．今後の展望 

である。  

  

 各種材料の高エネルギービーム入射時の表面損耗のデータベースを整理した。ビー

ム種はパルスのイオンビーム、電子ビーム、レーザビームであった。損耗閾値や、損

耗状態を調べた結果、タングステンとSiCの２層を組み合わせると、厳しい条件下で

使用できる環境モニター、すなわち、各種構造物の破壊・破損モニターが設計できる

ことがわかった。したがって、今後は得られる経費が問題で、これさえ用意できれば、

必要な要素部品を調達し、実地試験をすることができる。  

 文献調査により、波長変換効率の高い３種のインコヒーレントアップコンバージョ

ン材料を見つけた。開発担当者にサンプル提供を依頼したが、３件とも、現在までの

所提供許可は得られていないので、最終例について素材を購入し、試しに自作する用

意をした。  

 チェコ科学アカデミーとの共同研究のもとに、先方の極短波長紫外レーザーを使用

して、核融合炉壁候補材料の表面変化を詳細に調べた[1]。 

 第１著者は、ボランティアとして、レーザー総研の年次報告会に出席するのが通例

で、年に１‐２回、同研の所員の話を聞くが、その時の質問やコメントの中から、共

同研究のテーマにしたい項目が出てくる。そこで、余裕があれば、これらを含めた将

来展望もする予定である。 
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